
天
草
市
医
師
修
学
資
金
貸
与
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

議
第
93
号

教
育
厚
生
委
員
会

総
務
政
策
委
員
会

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
教
育

用
パ
ソ
コ
ン
）

議
第
112
号

川
内
原
発
の
稼
働
停
止
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
書

請
願
第
3
号

天
草
市
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推

進
事
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
102
号

市
民
生
活
委
員
会

天
草
市
﨑
津
資
料
館
み
な
と
屋

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
99
号

建
設
経
済
委
員
会

常任委員会報告
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６
月
10
日
の
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た

案
件
（
条
例
10
件
、
予
算
１
件
、
そ
の

他
７
件
）
を
５
つ
の
常
任
委
員
会
で
審

査
し
ま
し
た
。
委
員
会
報
告
に
お
け
る

主
な
質
疑
と
そ
の
答
弁
等
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

■問　

入
札
者
の
辞
退
及
び
不
参
加
が
多

い
理
由
に
つ
い
て
。

■答　

指
名
通
知
は
、
各
契
約
ご
と
に
、

天
草
市
契
約
規
則
や
指
名
基
準
等
に
基

づ
き
、
市
内
の
業
者
の
中
か
ら
２
年
平

均
の
売
り
上
げ
及
び
従
業
員
が
多
い
有

資
格
者
を
抽
出
し
て
選
定
し
て
い
る
。

　

辞
退
の
主
な
理
由
は
、
１
点
目
、
手

持
ち
業
務
が
多
く
、
物
品
の
調
達
が
困

難
な
こ
と
。
２
点
目
に
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ン
の
提
供
が
で
き
な
い

こ
と
。
３
点
目
に
仕
様
に
適
合
す
る
商

品
の
取
り
扱
い
が
で
き
な
い
こ
と
。

　

ま
た
、
不
参
加
の
理
由
は
、
入
札
の

際
、
参
加
・
不
参
加
の
明
確
な
届
出
が

提
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

■不
■採
■択　

川
内
原
発
が
あ
る
地
元
か
ら

の
要
望
も
出
て
い
な
い
中
、
周
辺
地
域

が
先
に
要
望
し
て
よ
い
の
か
、
川
内
原

発
が
ど
れ
く
ら
い
の
規
模
の
地
震
で
影

響
を
受
け
る
の
か
判
断
で
き
な
い
。
ま

た
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
わ
っ
た
場
合

の
リ
ス
ク
等
の
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
な

ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。
採
決
の
結
果
、

不
採
択
と
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

内
容　

市
内
の
浄
化
槽
整
備
に
係
る
制

度
を
平
成
29
年
度
か
ら
「
個
人
設
置

型
」
に
統
一
し
、
使
用
者
負
担
の
公
平

性
を
図
る
た
め
条
例
を
改
正
す
る
も

の
。

■問　

改
正
の
主
な
内
容
は
。

■答　

１
点
目
に
、
市
町
村
設
置
型
の
設

置
は
平
成
28
年
度
ま
で
と
し
、
平
成
29

年
度
か
ら
の
新
規
設
置
は
、
集
合
処
理

区
域
（
一
般
的
に
下
水
道
区
域
）
を
除

く
全
地
域
に
お
い
て
個
人
設
置
型
で
行

う
こ
と
。

　

２
点
目
に
、
平
成
28
年
度
に
市
が
新

た
に
設
置
し
た
浄
化
槽
及
び
既
に
設
置

し
て
い
る
浄
化
槽
の
管
理
は
、
10
年
間

は
現
行
制
度
に
よ
り
市
が
行
う
こ
と
と

し
、
そ
の
後
、
平
成
39
年
度
に
は
、
市

が
管
理
し
て
い
る
全
て
の
浄
化
槽
は
個

人
へ
の
譲
渡
を
行
う
こ
と
。

　

３
点
目
に
、
平
成
29
年
度
か
ら
市
町

村
設
置
型
に
よ
る
新
規
設
置
を
行
わ
な

い
こ
と
か
ら
、
分
担
金
徴
収
制
度
の
廃

止
を
行
う
こ
と
。

■問　

人
口
減
少
に
伴
い
、
設
置
時
の
世

帯
数
か
ら
大
幅
に
減
少
し
た
世
帯
等
の

場
合
、
現
在
も
設
置
時
の
人
槽
に
よ
る

使
用
料
に
負
担
を
感
じ
て
い
る
市
民
も

少
な
く
な
い
の
で
、
何
か
対
策
は
で
き

な
い
の
か
。

■答　

さ
ま
ざ
ま
な
世
帯
の
実
情
は
理
解

で
き
る
が
、
市
と
し
て
は
、
設
置
さ
れ

て
い
る
人
槽
に
応
じ
た
維
持
管
理
費
が

か
か
っ
て
お
り
、
相
応
の
使
用
料
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
よ
う
理
解
を
求
め
て

い
き
た
い
。

■問　

施
設
の
入
館
時
間
、
天
草
市
﨑
津

集
落
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
と
の
役
割

分
担
に
つ
い
て
。

■答　

み
な
と
屋
は
、
世
界
遺
産
登
録
を

目
指
す
﨑
津
集
落
に
お
い
て
、
来
訪
者

に
対
し
世
界
遺
産
や
﨑
津
集
落
の
歴

史
、
文
化
な
ど
を
紹
介
す
る
施
設
と
し

て
８
月
１
日
に
開
館
さ
れ
た
。
入
館
時

間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
地
区
と
の
協
議
お
よ
び

天
草
市
﨑
津
集
落
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
の
開
館
時
間
を
考
慮
し
た
う
え
で
決

定
し
た
。

　

天
草
市
﨑
津
集
落
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
来
訪
者
へ
の
集
落
の
観
光
マ

ナ
ー
や
教
会
の
拝
観
マ
ナ
ー
の
周
知
、

観
光
・
地
域
情
報
発
信
を
目
的
に
設
置

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
天
草
市
﨑

津
資
料
館
み
な
と
屋
は
、
﨑
津
集
落
の

歴
史
や
文
化
、
世
界
遺
産
と
し
て
の
価

値
な
ど
、
学
術
情
報
を
発
信
す
る
施
設

で
あ
り
、
両
施
設
が
連
携
し
来
訪
者
へ

の
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

■問　

医
師
国
家
試
験
の
受
験
回
数
に
よ

る
修
学
資
金
の
返
還
に
つ
い
て
。

■答　

大
学
卒
業
後
２
回
ま
で
は
受
験
が

可
能
で
、
３
回
目
以
降
の
場
合
は
返
還

の
対
象
と
な
る
。

天草市﨑津資料館みなと屋

商
　
工
　
費

消
　
防
　
費

総
　
務
　
費

予
算
決
算
委
員
会

天
草
市
看
護
師
等
修
学
資
金
貸

与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
94
号

天
草
市
立
保
育
所
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
95
号

■問　

対
象
者
は
、
助
産
師
の
み
に
限
る

の
か
。

■答　

地
域
医
療
対
策
協
議
会
で
協
議
し

た
結
果
、
市
内
の
医
療
現
場
で
不
足
す

る
看
護
師
と
助
産
師
を
対
象
と
し
て
い

る
。

■問　

公
立
保
育
所
５
カ
所
の
民
間
移
管

先
選
定
方
法
に
つ
い
て
。

■答　

移
管
先
法
人
の
選
定
は
、
天
草
市

公
立
保
育
所
民
間
移
譲
選
考
委
員
会
に

よ
り
、
昨
年
11
月
に
、
移
管
先
法
人
を

決
定
し
た
。

◆
「
移
住
・
定
住
促
進
対
策
事
業
」
に

つ
い
て

■問　

移
住
者
が
増
え
た
要
因
を
市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

■答　

移
住
・
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
採
用
し
た
こ
と
で
、
移
住
希
望
者
へ

の
対
応
が
よ
り
き
め
細
や
か
に
な
っ

た
。
ま
た
、
昨
年
度
は
、
県
主
催
の
移

住
相
談
会
や
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
等

に
の
べ
15
回
出
向
い
て
、
天
草
の
魅
力

発
信
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
説
明
に

努
め
て
き
た
。
さ
ら
に
は
、
全
国
の
住

み
や
す
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
も

「
天
草
」
が
上
位
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
等
が
、
移
住
者
が
増
加
し
た
要
因
と

分
析
し
て
い
る
。

■要望　
「
天
草
」
を
選
ん
で
い
た
だ
い

た
移
住
者
の
方
々
に
、
引
き
続
き
定
住

し
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
た
め
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
構
築
を
は
じ
め
、
移
住
し

た
後
に
ト
ラ
ブ
ル
等
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
移
住
先
の
地
区
の
行

事
や
特
色
を
ま
と
め
た
「
暮
ら
し
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
等
の
作
成
及
び
周
知
、

移
住
後
の
仕
事
に
関
す
る
情
報
の
提
供

や
、
就
労
を
支
援
す
る
相
談
窓
口
等
の

設
置
、
空
き
家
の
管
理
を
地
区
で
行

い
、
移
住
者
へ
の
紹
介
や
受
け
入
れ
を

行
う
こ
と
に
対
し
、
市
か
ら
補
助
金
を

支
出
す
る
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
移
住
定
住

対
策
の
検
討
を
し
て
ほ
し
い
。

◆
「
御
所
浦
地
域
住
民
幸
福
量
調
査
事

業
」
に
つ
い
て

■問　

こ
の
幸
福
量
調
査
は
、倉
岳・御
所

浦
以
外
の
全
地
域
で
も
実
施
す
る
の
か
。

■答　

倉
岳
と
御
所
浦
の
分
析
結
果
を
精

査
し
た
う
え
で
、
継
続
す
る
か
否
か
の

判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

■問　

こ
の
調
査
結
果
を
ど
の
よ
う
に
利

活
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

■答　

倉
岳
地
区
に
お
け
る
調
査
に
お
い

て
は
、
「
幸
せ
で
な
い
」
と
感
じ
て
お

ら
れ
る
要
因
と
し
て
、
「
経
済
関
係
」

や
「
地
域
や
職
場
で
の
役
割
」
が
課
題

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
こ
の

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
分
析
し
た

上
で
、
そ
の
課
題
が
自
助
・
共
助
で
解

決
で
き
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
公
助
と

し
て
、
市
に
お
い
て
政
策
を
打
ち
出
し

て
い
き
た
い
。

◆
「
観
光
宣
伝
事
業
」
に
つ
い
て

■問　

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
委

託
先
及
び
内
容
に
つ
い
て
。

■答　

福
岡
地
域
を
対
象
と
し
て
い
る
た

め
、
委
託
先
は
テ
レ
ビ
西
日
本
を
予
定

し
て
い
る
。
30
分
の
特
別
番
組
制
作
の

ほ
か
、
ス
ポ
ッ
ト
Ｃ
Ｍ
を
７
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
放
映
す
る
計
画
で
あ
る
。

■問　

プ
レ
ミ
ア
ム
旅
行
券
の
販
売
に
つ

い
て
。

■答　

本
補
正
予
算
に
お
け
る
１
，３
５

０
万
円
の
宿
泊
割
引
券
販
売
に
つ
い
て

は
、
旅
行
券
の
販
売
を
早
期
に
行
う
予

定
で
あ
っ
た
が
、
閑
散
期
の
対
策
に
当

て
て
は
ど
う
か
等
の
意
見
・
要
望
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
宝
島
観
光
協
会

及
び
関
係
団
体
等
と
協
議
を
行
い
進
め

る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
６
月
10
日
に

議
決
し
た
１
，６
５
０
万
円
の
宿
泊
割

引
券
販
売
に
つ
い
て
は
、
６
月
20
日
か

ら
コ
ン
ビ
ニ
等
で
販
売
し
た
が
販
売
開

始
か
ら
間
も
な
く
完
売
し
た
。

◆「
無
人
航
空
機
導
入
事
業
」に
つ
い
て

■問　

ド
ロ
ー
ン
は
災
害
時
の
み
に
活
用

す
る
の
か
。

■答　

防
災
危
機
管
理
課
と
し
て
は
、
災

害
時
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
時
で
の
活

用
を
予
定
し
て
い
る
が
、
観
光
や
そ
の

他
の
事
業
に
関
し
て
も
幅
広
く
活
用
で

き
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
関
係
各
課

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

■問　

ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
者
に
つ
い
て

■答　

市
職
員
に
お
い
て
は
公
募
に
よ
り

専
門
に
操
縦
を
行
う
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
体
制
を
整
え
た
い
。
ま
た
、
災
害

時
に
お
い
て
は
、
防
災
担
当
者
は
本
部

設
置
の
た
め
対
応
が
で
き
な
い
の
で
、

市
内
の
ド
ロ
ー
ン
所
有
者
の
方
に
協
力

を
依
頼
す
る
こ
と
や
、
専
門
の
操
縦
者

が
い
る
民
間
の
会
社
と
操
縦
者
を
派
遣

し
て
も
ら
う
協
定
を
結
ぶ
方
法
も
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。


